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１．風景画から高速道路まで 
 
ご丁寧な紹介頂きまして恐縮でございます。中村でござ

います。今日は造園学会の北海道支部でお招き頂きまして、

何か話すように、ということで、北海道の風景を考えると

いうのがこの本日の次第だというふうに聞いております。

それに直接お役に立つかどうか分かりませんが、少し私の

経験をお話して、そこから何を引き出して頂くかは皆さん

にお任せしたいと思います。 
私自身は改めて考えてみますと、東京で生まれて東京の

周辺で育ち、定年の数年前は京都で過ごしました。よくよ

く考えてみると、やはり京都あるいは東京を中心にした、

伝統的な風景の考え方というものに強く影響を受けている

ような気がいたします。昨日、実はたまたま飛行場に着い

てから少し時間があったものですから、恵庭市に参りまし

て、恵み野の花がいっぱいできれいな住宅団地を見学させ

て頂きました。やっぱりこれは、本州ではなかなか実現で

きない風景ですね。空港に降り立った時も、ちょっとここ

数年、ご無沙汰して札幌には数年ぶりなのですが、着いた

ときに、やはり風土が違うということを非常に強く感じま

した。ストックホルムの空港に降りたような感じがしまし

た。本州とは違う北海道の景観をお創りになるというのは、

本州の景観の伝統というものを、もちろん知っておいたほ

うが良いわけですけれども、あまりそれにとらわれずに、

北海道ならではの風景をつくって頂くのが本筋なのではな

いか、と最初に私は感じました。今日もそういったような

ことになろうかと思いますけども、私自身は、本州での経

験が大部分ですから、そのようなお話をしながら材料提供

させて頂く、ということにしたいと思います。 
最初に、少し自己紹介めいたことからお話したいなと思

います。私は造園学会と付き合いが長いのですが、もとも

と出身、教育が土木工学なものですから、普通の造園学会

の会員の皆さんとは少し違う経歴を歩いて参りました。し

かし、東京大学の工学部の土木にいた時には既に農学部の

造園の方々とかなりお付き合いがございました。 
私は昭和 38 年の 3 月に、土木工学科を出て、卒業論文

を書きました。その時の担当教官が八十島義之助助教授と

いう方で、交通計画の先生だったのですが、非常に幅の広

い人で、自分が理解できないことでも、弟子がやりたいと

言ったらやらせる、という気質の方でした。私に卒業論文

の配属が決まって、「お前は何やりたいのか」と聞かれ、私

は庭を見るのが好きで、夏休みになると京都の庭を見てい

ました。庭の中に橋もあるし道路もあるし、あれは土木の

ミニチュアじゃないかな、という感じがしました。 
ああいうものを、現実の土木の中でやりたいと思います」

ということを八十島先生に申し上げました。どうせ断られ

るだろうと思いましたが、あにはからんや、「いいからやれ」

ということを言われました。「いいからやれ」とおっしゃっ

たのは、八十島先生の幅の広さだと思いますが、実はその

時、八十島先生の助教授で鈴木忠義先生という方がおられ

ました。後に造園学会長もおやりになったと思いますが、

土木出身で昭和 24 年に土木工学科をお出になった後、農

学部の林学科の方に移り、そこで助手になった方です。そ

こで、実は恐らくわが国戦後の観光計画学のまさに草分け

的な仕事をなさったわけなのです。鈴木先生の論文という

のはまさに土木と農学の景観学のちょうど中間でしょうか、

自動車道路の景観、特に観光自動車道路の景観に関する研

究をなさっていたと思います。今のいわゆるパークウェイ

ですね。そういう研究をなさって 10 年くらい林学科で助

手をおやりになっていたそうですが、それから土木工学科

に戻ってきて、最初に私がご指導を受けることになりまし

た。そういう助教授の先生がおられたために、私が非常に

破天荒な卒業論文の提案をしても、別に驚かなかったのだ

と思います。あんまり驚かないので僕のほうが驚きました。

いざ「やれ」と言われると何やっていいか分からなかった

のですが、「まあとにかくやりたいならやれ、ただし指導は

しない」とおっしゃられました。しょうがないので何とか

やりましたが。その時に色々とお話をしたのですが、後か

ら、鈴木先生と八十島先生と御二人に、なぜ驚かなかった

かということをお聞きしたんですよ。そうしたら、非常に

面白いことを言っておられました。当時農学部は田村剛先

生という造園学の大家が、その下に加藤誠平さんという方

がおられ、後に昭和 13 年に『橋梁美学』という本をお書

きになられました。この『橋梁美学』という本は、日本の

橋梁景観論の一番最初の本ではなかったかなと思います。

これは私も知っていました。で、この本をお出しになった

加藤誠平先生が農学部におられて、たまたま色々なお付き

合いがあって、八十島先生と顔見知りだったのだと思いま

す。そのような訳もあって鈴木先生が農学部に行き、そう

いう風に農学系と工学系の間にかなり交流がございました。

私はある意味でその恩恵を受けたわけで、ランドスケープ

というようなことを土木の中で始めるということに対して、

私も驚くほど抵抗が無かったんです。そのようなこともあ

って、私はなんとなく「もう将来もそういうことをやるも

のだ」と自分で決めていました。ただし、世の中が受け入

れてくれるかどうか、そんなことは全く分かりませんでし

た。色々な方から「昭和 30 年代の後半に景観なんかをや

る、土木で景観なんかをやるっていうのは、先見の明あっ

た」というようなお褒めの言葉を頂くことがあるのですが、

実はそうではなく、先見の明なんて全く無くて「ただ好き

だからやっていた」と、簡単に言えばそういうことで、そ

れ以上のものではありません。好きなことをして、好きな

ようにやったという、言ってみればわがままな研究者でご

ざいますけれども、幸い皆さんにわりと受け入れられるよ



うな時代になりました。大変光栄ですけども、私自身は別

にそういう先見の明も何も無く、そういう道を歩いてまい

りました。昭和 38 年に私は大学卒業したんですが、就職

をどこにしようかなと思って迷っていました。そうしたら

色々な先輩が来て「自分のところに就職すればこうゆう事

がやれますよ」という宣伝と勧誘をしてくださいました。

当時は非常に工学系の学生さんは引く手あまたで、色んな

ところから就職の案内が来ました。今はもう全然それと正

反対で非常に困っていますが、当時はたくさん就職先あっ

たんです。私は色々話聞いて、道路公団の高速道路の話に

非常に惹かれるところがあり、道路公団の信貴さんという

部長さん、当時は東名高速道路の計画と設計の一番先頭に

立っていた方で、片平さんがおいでになって色々な話をな

さりました。それでとても感銘を受けたのは「高速道路と

いうものの持っている役割はもちろん、高速道路の設計で

はランドスケープというのはきわめて重要なもので、高速

道路の設計の根本的な思想の一つである、ランドスケープ

はそういう仕事をやるのだから、そういうことに関心があ

るならおいでなさい」と、言ってくださったのです。あま

りそれに興味を持った人がいなかったみたいで、私ともう

1 人だけその話に関心を持った学生がおり、私は道路公団

へ行きました。ちょうどそれが東名高速道路を設計してい

る部所でした。今はもう高速道路、全部で 7,000km も開

通していますが、当時はまだ高速道というものが無く、僕

が昭和 38 年に大学卒業したときはわが国の高速道路は

0km でした。そしてその年の 5月に、名神高速道路の尼崎

―栗東間が開通しました。70km くらいでしょうか、これ

が初めての日本の高速道路です。それからずっと作ってい

て、今は 7,000km 以上あるのですが、当時はまだ名神高

速の栗東から名古屋までは開通しておらず、工事中でした。

それから東名高速はもちろん無く、設計段階でした。で、

設計の基準すらないのです。設計しながら基準を作ってい

たのです。出来上がったときに基準ができるっていうのは、

まことにのんびりしたと言えばのんびりでしたし、まああ

る意味では面白い時期だったです。で、その時期にどうし

てランドスケープというものに非常に関心を寄せていたか

というお話をちょっとしたいと思います。 
先ほども幹事さんとお話していたのですが、道路公団と

いうところは日本のランドスケープの歴史上で非常に重要

な役割を果たしている、と私は思います。それはなぜかと

いうと、昭和 30 年代、40 年代の道路公団は、高速道路を

作るということを認めてもらうためには、財政投融資を使

うのですが、大蔵省はなかなか認めてくれませんでした。

高速道路をつくれば自動車が必要になる、自動車が必要な

らば外国から輸入しなければならない。その頃はまだ自動

車、高速道路を走れるような国産車が無かったものですか

ら、外国から輸入すると外貨が減る一方だ、という理屈で、

どうも大蔵省がいい顔をせず、どうしても作りたければ外

国からお金借りて作れと言われました。そして、仕方ない

ので建設省は、世界銀行からお金を借りました。世界銀行

に「お金貸してくれ」って言ったら、「まあ日本は経済成長

の優等生だから多分金返してくれるだろう」と二つ返事で

お金を貸してくれました。だから東名の時代はまだ世界銀

行からの借款でお金を作っていたのです。今はちょっと信

じられないことです。それで世界銀行からお金を借りたと

き、銀行から一つだけ条件が付いたのです。それは「日本

は土木技術の水準は高いが高速道路に関しては未だ経験が

無いので、高速道路の経験がある外国のコンサルタントに

お願いして指導してもらう」というお話でした。私の覚え

ている限りでは、地盤工学、土の力学の点で、日本は軟弱

地盤が非常に多いことから、土のコンサルタント、という

ことで、アメリカからソンデレガーというコンサルタント

の人が来ていました。それからもう一つは、ドイツから来

ていたドルシュというコンサルタントです。こちらはアウ

トバーンの設計の第一人者、コンサルタントとして最も技

術水準が高く、いわばお目付け役で来ていました。で、ド

ルシュさんが色々教えてくれ、「高速道路はとにかく景観を

大事にしなきゃだめだ」ということを、口が酸っぱくなる

ほど言っており、しかもそれだけではなく、そのための具

体的な方法を色々教えてくださいました。一番重要な道路

の線形設計については、最初の映像見て頂きましょう。こ

れは甲府盆地の高速道路の写真です。道路の線形というの

は、幾何構造と言われているものですが、形を決めて、そ

れを地形の中に如何になじませるかというのが、非常に重

要な仕事なのです。地形に馴染ませるということは、美し

いものを作る基本であるし、地形になじめば、土を切った

り盛ったりする量も減りますから、それだけ安くなる。し

かも走っている人にとっては非常に快適なのです。ランド

スケープというものはそういう総合的なもので、走って快

適であって安全であって、なおかつ美しいということです。

そのために線形があり、そして橋梁の設計があり、そして

もうひとつ、非常に重要な植栽があります。植栽に関する

色々なテクニックを初めて教えて頂き、道路の計画設計の

中で、植栽の専門家が十二分に腕を振るいました。当時は

新田先生という方が京都大学からお見えになって、指導し

てくださいました。後に九州芸工大の先生におなりになっ

た方ですけれども、新田先生から私自身も色々教わりまし

た。法面への種の吹き付けについて、最初はあのケンタッ

キーラブグラスといった色々な外来種の牧草を吹き付けて

おくのですが、次第に遷移してススキが出て、さらにマツ

が出てくる、といった「succession」という生態学的な遷

移というものがある、という話を聞き、なるほど面白いな

と思いました。そういう生物学的なものの考え方が工学の

中に入ってくるということに、大変驚きと知的関心を持ち

ました。これは「工学」の中に「エコロジー」の考えを持

ち込む、ということです。今は河川の中におけるエコロジ

ーの問題が、近年急速に皆さんの注目を集めてきて、応用

生態学工学研究会といったものができています。しかしそ

れはもう昭和 30 年代に日本に、少なくとも最初に道路か

ら入ってきたのです。あとからこれは分かったことなので

すが、ドイツで高速道路を作り始めたのは皆さんご存知の

とおり 1920 年代で、これはいわゆるヒトラーの軍事政権



の頃です。この頃、道路を作り始め、アウトバーンとは軍

事用道路だという風な話を僕らなんかはなんとなく知って

いたのですが、確かに軍事的な道路、殖産工業的な性格を

持っておりました。たまたまそのヒトラー政権というのは

甚だ日ごろ評判の悪い政権だったために、全てそういう眼

鏡で見ちゃうのですが、それだけでは収まらないものを持

ってたんですね。戦前のドイツの政権というのは、国粋的

だ、という風にも思われているわけです。ただその「国粋」

と言っても、これもまた言葉だけでは表せないものをもっ

ていたようです。つまり彼らの言う「国粋」というのは、

非常に悪い面も確かにあり、これはもう改めて言うまでも

ありません。しかしもう一つ、国のランドスケープや、国

の持つ植物的なエコロジカルなシステム、その下には土壌、

土があるわけです。土、祖国の土というものを非常に重要

視する、野生の植物を重要視するという考えです。これは

当時、ヒトラー政権の時に「ドイツの血と土の協会」って

いうのがあり、ドイツの固有の遺伝子を尊長するというこ

とで、たぶんこれは皆さんのほうがご専門家かと思います

が、19 世紀のヘッケルのエコロジー思想の影響であり、当

時のドイツにおけるアウトバーン政策の中枢にいた、ザイ

フェルトという人が強くそのエコロジー思想を信じていた

人でした。そういうエコロジカルな考え方から出てきたラ

ンドスケープであり、エコロジカルであると同時に、これ

は非常にはっきりとしたドイツの文化だ、ということです。

アウトバーン計画の最高責任者であったトット博士という

方がおり、これは日本で言うと道路局長か技官か、そうい

う偉い人です。彼が書いたものを読むと、「ドイツの国民的

な文化というものの基礎はドイツのランドスケープだ」と

はっきり書いてあります。そして「高速道路というのは、

ドイツの景観という文化の根本に触れる問題なので、美し

い道路をつくらなければならない」とはっきり書いてあり

ます。政府の偉い人はこういうことをやる時にはそういう

綺麗ごとを言うものなのですが、トットさんは真剣にそう

思っていました。同じ事を言っても真剣に考えていたか口

先かっていうのは大きな差があるんですね。真剣に考えて

いたという理由は、その考えに従って高速道路の景観につ

いてはっきりとした技術体系を与えた、ということがあり

ます。これは、もう今日はあまり詳しいことはお話しませ

んけれども、やっぱり高速道路の技術者で、トットさんよ

りずっと後輩となるハンスローレンツさんという方が、停

年になったあとに、「道路の環境と線形設計」という本を書

きました。もう今から 30 年近く前です。これは鹿島出版

から翻訳が出ています。いまだに、高速道路の景観に関し

てはこれを上回る教科書はありません。ありませんという

か、もうそれで完成してしまったのですね。こういう風に

して、高速道路の道にたまたま私が惹かれたら、そこには

やはり深いものがあって、とても感銘を受けました。高速

道路とは如何に国土の景観を大きく変えるか、ということ

も実感しましたし、またそこに新しい人間の善意と知恵と

いうものが入ると、こんなにきれいになるのか、という経

験も致しました。それも最初のとっかかりはドイツのアウ

トバーンから入っていったわけです。また、色々勉強して

いますと 1920 年代は他にもそういう美しい景観の道路と

いうものがあり、一方の大きな山はやはりアメリカのパー

クウェイというシステムです。パークウェイはドイツのア

ウトバーンとは違って、はるかに造園的だと思います。も

ともとパークウェイというのは乗用車しか入れないわけで

すから、庭、公園を散歩する代わりに自動車で大きな景観

の中を散歩するという考えです。まさに「パーク」、「パー

クウェイ」なんですね。シーニックパークウェイです。そ

ういう考えも大体 1920 年くらいに出てきて、これはアウ

トバーンと全く違う、血筋というか育ちをもっていたわけ

です。しかし、結果としてはその二つは非常によく似た面

を持っていたと言っていいでしょう。広い国土の中に高速

道路という時速 100km で走れる巨大な人工的な構造物を

作りながら、それを一つの公園的な美しさでまとめるとい

うことに、私は非常に惹かれるものがありました。これは

考えてみると、公園とか庭園というようなものは、日本と

ヨーロッパとは歴史が少し違いますけど、ヨーロッパの場

合の庭園、例えば英国の庭園、あるいはフランスで言えば

バロック庭園、ああいう 17,8 世紀ぐらいの庭園は、造られ

る前に、小さなモデルがあったと思います。英国のピクチ

ャレスクは、もっとその前の絵画、ランドスケープペイン

ティングですね、絵から発達したという風にいわれており

ます。これはひとつの origin で、詩もあったと思いますけ

ど、絵画の影響が非常に大きいと言われています。絵画と

いう枠どりがあって、そこから飛び出て庭園ができた、と。

それから、フランスのバロック庭園などは巨大なものです

けれども、今度は 19 世紀にバロック庭園が都市のほうに

拡大し、庭園の枠を打ち破って都市へ出て行きます。そう

いう風にして最初は芸術的な小さなものが次第に枠を破っ

て大きくなっていくわけです。そしてついに、ランドスケ

ープという考えが庭園よりも大きく、都市よりも大きく、

国土全体に広まった、というのは、おそらく高速道路が最

初ではないかなと思います。そういう意味で高速道路とい

うのは単に交通の道具というだけではなく、人類の作った

ランドスケープの歴史の中で非常に大きな一歩ではなかっ

たかなと思うわけです。高速道路に関してはこれ以上お話

しするつもりはありませんが、今までの 20 世紀の前半く

らい、いや、後半まで入りますかね、その高速道路を中心

にして土木技術がいい意味でも悪い意味でも（悪い面の方

が多かったかもしれませんが）新しい景観のひとつのあり

方を示していくと、言うことはあったかと思います。 
さて、これからどうしたらいいか、という話を今日はする

のが目的なので、時間の許す限り少し順不同で色々なお話

を申し上げてみたいと思います。五つくらいの話題を用意

致しました。国土の自然復元と水緑ネット、エコロジーの

問題ですね。それから「新しい国土像」、これはランドスケ

ープの表現としてどういうものが在り得るのか、という話、

それから 3 と 4 は都市の問題、5、これは皆さんあまり関

係しないかもしれませんが構造デザインの話です。 
 



２．国土の自然復元 
 
最初に、国土の自然復元の話ということでちょっと映像

をお見せします。私は茨城県の古河市で、先ほど少し後藤

先生からもご紹介ありました古河の総合公園をしばらく担

当しており、そこでやった仕事です。色々お話したいこと

がありますが、今ここでとりあえず申し上げたいのは自然

復元の問題です。古河の公園というのは一体どういう性質

を持っているかというと、大体面積は 25ha くらいで大し

た広さではありません。北海道の公園に比べたら、例えば

モエレ沼などは 280haあると聞いており、それにくらべれ

ば小さなものなのですが、昔ここに御所沼という、御所と

いうのは陛下のお住まいになる御所ですね、あれと同じ字

を書きます。なぜ御所沼というのかはまた後ほどお話しま

すが、その沼は渡良瀬川の後背湿地みたいなものなで、そ

こが大変美しい場所だったのですが、戦後、埋立・干拓さ

れまして、水田になりました。昭和 24 年に干拓はほぼ終

わり、水田になったのです。しかしずっと残されて、つい

最近水田になったところは色々な意味であまり条件がいい

ところではありません。で、24 年に水田になったのですが、

20 年くらい経って昭和 40 年代後半になると、減反政策だ

ということで、たった 20 年で水田が寿命を停止してしま

いました。その後公園に組み入れられたのですが、長い間

日頃のお金の問題、技術的な問題があり、ここの復元がな

かなか進みませんでした。私は「この公園の命はこの沼だ」

ということで、ぜひ復元するように市長さんにお願いし、

平成 6 年くらいからようやく工事が始まり、2 年くらいで

沼が復元しました。で、この復元した時につくづく思った

のですが、日本の水田というのは、湿地帯みたいなところ

を水田にしたというのが比較的多く、大昔からやってきま

した。水田開発は仁武天皇の頃から、もっと前か、弥生時

代、あるいは一説によると縄文時代後期から水田開発はあ

ったわけで、湿地帯とか谷戸の水の便がいいところを水田

に直してきました。そして国土改造を行い、一説によれば

奈良時代は第一次列島改造の時期で、小さな谷戸の水田が

たくさんできたとも言われています。そして少しずつ増や

し、江戸時代になるともっと大規模に、関東地方の大河川

の切り回しをして、大きな貝沼用水みたいな用水を作り、

巨大な水田を作りました。あるいは児島湾の干拓といった

海辺の干拓は第 2 次列島改造で、昭和 40 年代の改造は第

三次だという説があります。そのくらい水田の開発で列島

を開発してきたという長い歴史があるわけです。それが昭

和 47 年に、もうお米取れすぎた、という前代未聞の事態

に陥っています。将来のことを考えるとそう楽観できない

点もありますが、先進諸国の状態を見ると、イタリア、オ

ランダ、ドイツみんなそうですが、農業の自由化の余波で

一度作った農業地帯を昔の自然に戻している、というとこ

ろがたくさんあります。そういう話を実は後から聞いたの

ですが、日本もそういう時代になってきたのではないかと。

一方ではエコロジーというものが非常に重要な人類の課題

になってきており、庭園の設計において、エコロジーとい

う考えはあまり無かったと（結果としてはあったかもしれ

ませんけど）、それほどはっきり意識されておらず、これか

らのランドスケープでは、こういう問題が確かにあると思

います。それは庭園の中だけではなく、この日本の国土全

体、あるいはもっと言えば地球環境ということでしょうが、

自然の復元、それもネットワークで復元するということが

非常に重要な時期になってきたのではないか、いうことが

言えると思います。そこで、非常にエコロジカルなネット

ワークを作り上げなければいけない、ということは多分間

違いがないことだと思います。 
 

３．新しい国土像 
 
しかし、一方で人間というのは文明を維持し発展してい

くという性格、性質を持った生き物で、なにも自然に手を

加えないということはちょっと考えられません。将来のラ

ンドスケープというものは一体どうなるかということは

我々が常に考えなければならない問題だと思います。そこ

で、古河の公園で私が課題として考えたのは、ランドスケ

ープの表現というものが時代と共に変わり、非常に古典的

な人間のふるさとの風景というものもあります。 
そして一方で、この写真、これは古河の景観です。皆さ

んのお好みに合うかどうか分かりませんが、私は土木系だ

からどうしてもこういう設計になるのかもしれませんが、

かなり人工的な景観として、鉄の橋を入れたりあるいはコ

ンクリートのブロックを使ったり、こういう非常にモダン

なランドスケープの表現が一部にあります。全部ではあり

ません。これについてはまた後ほどお話しますけれども、

このエコロジーという一つのベースの上に、人間が新しい

ランドスケープの表現というものを時代と共に作っていく

という考えはやはり放棄することはできません。では、ど

ういうランドスケープ表現がよいのか、というのを考える

べきで、今日実は北海道らしい風景を作る、という幹事さ

んの問題設定を、大変私は興味深く聞き、受け止めました

のは、北海道というのはそういう、実験というとちょっと

語弊がありますが、やはり最先端のランドスケープという

ものに挑戦をしていく必要があると思います。またそれを

やるのに、北海道というのは非常にいいところではないか

なと私は思っており、大変期待するところです。ランドス

ケープの最先端を切り開いていただきたいというのが、私

の今日のメッセージの一つです。 
この映像なんかも材料、表現はあまり今まで使ったこと

がないようなものを使っているのですが、石の使い方なん

かは古典的なイメージなんかが少し残っているんです。 
それから、こういうものは、形は非常に新しいようです

が、元来これは水制工に使う消波ブロックで、全く違うと

ころに持ってくるところが貝立ての手法です。実は貝かけ

ほどモダンじゃなくて、割とクラッシックなセンスがはい

っており、こういうものに頼らず、本当にもっと新しいも

のを作る可能性もあるかと思います。 
これはさっきの高速道路ですが、これはもう最先端という



よりもむしろ高速道路としては古典といったほうがいいと

思います。こういうドイツ的なゆるい谷間に川が流れてお

り、そこに道路を作ることで非常に違和感があるわけです

が、ドイツ流の道路の景観設計というのはそれは色々な手

法を用いてこのなかに収めていくわけです。integration で

すね、違和感がないようにしていくという。この部分は水

辺のポプラが全く無くなっちゃいました。ここでは残って

いますね。水は実はこういう風に流れていたんですね。し

かし木はそのまま残してある。あるいは分離帯を広くして

木を入れるとか、土工こういうところをラウンディングす

るとか、色んな手法があります。あと一番大事なのはカー

ブでしょうね。このクロソイドのカーブを使う、直線を使

わないという、テクニックを使ってこの中に収めていきま

す。これは非常に新しい景観だという事を先ほど申し上げ

ましたけれども、今ではもう古典的な形に近くなっていま

す。同じようにドイツの場合は、谷が非常にゆるいので、

谷を渡るときに、非常にスパンの広い単純な形の橋を使い、

しかも橋がカーブしています。橋に曲線を使うというのは

ドイツ流の高速道路から出てきたものです。橋は普通まっ

すぐに作るのが常識だったのですが、これは曲線を使って

います。非常にきれいですね。これがドイツ流の古典的な

道路景観デザインなのです。これは少し前の最先端のラン

ドスケープの表現でした。古河の場合は場所も道路ではあ

りませんから少し性質が違いますが、やはり新しい景観の

イメージを切り開くという意思がありました。 
これはもう出来上がった日本の高速道路で、甲府盆地で

す。これは八ヶ岳だと思いますが、日本の高速道路は先ほ

どのドイツの高速道路のようなやり方を一応僕らは学んだ

のですが、地形の性質がドイツと日本とではやはり非常に

違うわけです。日本の方ははるかに山岳道路で、地形の中

に馴染ませるというドイツ流の景観の手法はなかなかうま

くいきません。ただし北海道だけは別です。北海道で作っ

た道路はわりとドイツ流の景観、デザインの原則にうまく

あっていると思います。それだけ土地が広いのでしょう。

本州では難しい。四国、九州もそうです。したがって、私

は東名高速道路は傑作だと思いますが、そういう専門でな

い人から見ると色々かえって欠点が目立ちます。「随分山崩

してるんじゃないか」とか、そういう自然破壊いうような

印象をお持ちになると思います。それは確かにそうで、ド

イツ流のものではもう限界があると思います。しかし、日

本の場合は非常に面白いのは、これはドイツにはあまり無

いことなのですが、山の景観、これは八ヶ岳ですが、こう

いう周辺の景観がドイツの高速道路なんかに比べるとはる

かにドラマティックです。もともと地形の起伏が大きいわ

けですから、日本の高速道路は周りの遠くの山や海の景色

など非常に変化があり、それが美しいと思います。ただ道

路そのものは、どうも難点があります。こういうところの

ガードレールの作り方とか、この辺の斜面のスロープの作

り方とか。ここはたまたま切り土はあまりありませんが、

これは分離帯のヘッドライトのグレアを防止するものでし

ょうか、防音壁、遮音壁とか、こういうものが汚らしいん

です。これはもう、分かっているのですがなかなかそれを

やめられない、という欠点があるのですが、周りの景色は

非常にいいんです。これは日本の高速道路の非常にいいと

ころで、まさに回遊庭園のような美しさだと思います。 
これは日光宇都宮道路です。日光宇都宮道路の場合には

周りももちろん美しいけれども、路側の設計なんかもなか

なかうまくできており、日本の高速道路の中では抜群にい

い道路だと思います。こういうのはちょうど、日本列島全

体を回遊式の庭園として眺めると言うような感じがします。

今から 7，8年前に、高速道路調査会というところで、『高

速道路 88 景』という小さなパンフレットを作りました。

これは日本全国の高速道路、その当時は 6,000km くらい

しかなかったかと思いますけれども、88 景、88 というの

はもちろん単なる語呂合わせですけれども、美しい場所が

選ばれました。殆どは山岳系ですが、中には海とか都市も

あります。ランドマークになるようなものを見ながら走る

いい場所を選んで、ガイドブックを作りました。その時の

考え方は、日本の回遊式庭園をイメージしていました。回

遊式庭園のように庭園の中を歩きながら見るという、動き

のある景観です。私の考えでは、日本のランドスケープと

いうか庭園の伝統というのはそのダイナミクス、動きとい

うものを重視していたように思いますので、視点がこう移

動します。それが一つの特徴だと思います。このような大

きなスケールになっても、そういう原理をもっと生かした

らどうかと思うのです。これから作る高速道路では、こう

いうランドマークになるようなものをもっと積極的に取り

入れていくという考え方をしたらどうかと提案しています。

そのための色々な手法もあります。今までも、高速道路で

名神高速道路の三上山もとてもきれいですし、東名高速の

由比ガ浜あたりから見た富士山もとてもきれいなのですが、

あれはどちらかといえば偶然そうなったので、意識的にし

たわけではありません。もっとはっきり意識的にやっては

どうかという提案を申し上げたいと思います。日本庭園の

あの小さなモデルを大きく拡大するという提案をしてるわ

けで、言ってみればやはり日本庭園からのレッスンを、新

しい国土のイメージに移していくという試みを提案してお

ります。ランドスケープの知恵というか、伝統の知恵を大

きな国土に生かすことが可能ではないかという提案でござ

います。 
今は高速道路のデザインでは、非常に高度なランドスケ

ープのデザインを使っているのですが、現実には、これは

県道ですが、とてもランドスケープと言えないようなひど

いものです。この道路は二つの道路の間に緩和曲線も入っ

てないですからね。現実的にはこういう道路は沢山あるわ

けです。ランドスケープって言ってみてもここから始まら

なければならないのです。本当は。 
少し余談になりますが、国交省が道路の作り方のランド

スケープデザインの指針というのを作っています。15 年位

前に私が一回作ったのですが、私自身不完全だと思います

し、少し新しい知識も入れて作り直そうと、10 月にはでき

ると思います。大体そこに書いてあるようなことは、基本



的な精神は、今まで我々がやってきたような高速道路を作

ってきた考え方、高速道路のランドスケープデザインの基

礎というものをもう一回きちんと書き直したものです。東

名、名神の頃にランドスケープデザインを非常に一生懸命

やったのですが、うまく若い人たちの間にその技術が伝承

されていません。それをキチンとやろうという作業を今や

っております。 
これもどこかの県道なのですが、大体こういうガードフ

ェンスみたいなものは、殆どの場合はつけるような必要が

無いようなところについており、無い方がいいということ

です。今国交省はガードフェンスの設計基準も作りました

が、そこでは私は強く主張したのは、第一章の最初に「ガ

ードフェンスはなるべくなら無いほうがいいんだ」、という

原則を保つということです。今は殆ど無反省につけ過ぎて

いると思います。こういう色々な管理施設ですね。これは

歩道があって、今度はまた歩道に転落防止柵をつけていま

す。もうがんじがらめになっています。こうしなければい

けない理由も行政にもあるかもしれないけど、いくらなん

でもつけ過ぎで無反省過ぎると思います。そこで、こうい

うようなことをやめましょうというような話を指針には書

いております。これはもう皆さんにとっては常識なので特

にこれ以上申し上げません。 
 

４．都市の景観 
 
今度は都市のお話をしたいと思います。これも皆さんご

存知かと思いますけれども、広島の太田川というところで、

河岸のランドスケープデザインというものをやって参りま

したので、そのフィルムをざっとお見せします。これは原

爆、ドームの前です。ここの前に、この階段、これはガン

ギと地元で呼んでいた太田川の昔からあったという階段が

そのままあります。そしてこれも古いもので、これは原爆

の洗礼を受けています。この 500m 上空で原爆が破裂した

ので、この辺の表面が少し荒れています。そういうところ

に新しい親水護岸を創りました。 
この辺は灯篭流しするところですね。これはもっと大き

な灯篭流しをする階段を造りました。右側の方に原爆ドー

ムが見えます。ここから灯篭流しをすると、原爆ドームが

きれいに見えます。これは今のところの上流で、新しい護

岸を作りました。昔は、ここに崩れかけた護岸があったの

で、こういう形にしました。これは公園じゃなくて、実際

の河川敷で、ここは高潮堤です。下のテラスの辺まで高潮

が上がってきます。ついこの間広島に台風 17 号の時だっ

たかと思いますが、おそらくこの辺まで上がったと思いま

す。高潮の時は上がるんですね。これは公園ではなくて実

際の防災施設です。そういうところにランドスケープデザ

インの考え方を持ち込みました。最初にやったのは昭和 51
年だったと思います。51年に調査に入りまして、いろんな

種類の調査を行い、戦前どういう風に太田川を使っていた

か、あるいは現在の市民のイメージマップ調査とか、色々

なことをやりました。その結果を踏まえて、2 年後の昭和

53 年に設計に入り、55 年に最初の部分が出来上がりまし

た。それからどんどん伸ばして小さなテラスみたいなもの

も含めて、もう私は 28 年くらい付き合ってるんですが今

でもまだ続いています。今度は別のプロジェクトが起きそ

うで、これのちょっと上流のところにこれと違う断面のラ

ンドスケープデザインをやったことがあります。そのすぐ

裏側に市の公園があります。市の公園とそれからこの河川

の河川敷のランドスケープを一緒に設計すると非常にいい

わけです。市民の方から見れば市の公園であろうと国の管

理である太田川であろうとあんまり関係なく、一緒にデザ

インするのがいいに決まってるんです。両方とも大体同じ

時期に施工が始まるというタイミングだったので、私は同

時にやった方がいい、同じ一つの空間として設計しましょ

うと提案したんですけども、やはり市と国との足並みがそ

ろわなく、残念ながら市の公園と太田川のランドスケープ

デザインは切り離されてしまいました。それは気になって

いたので太田川の工事事務所に行く度にそれを申し上げて、

広島市の公園担当の方にも会う度に言ったら、さすがに 28
年経つと向こうも根負けしてきて、一緒にやろうという話

が最近上がり、大変私も期待しており、これから融合的な

設計がなされると思います。とにかく、このランドスケー

プデザインという考え方を、現実の空間に持ち込むという

ことがやはり非常に重要で、21 世紀は、ランドスケープデ

ザインの本来の趣旨が、庭園や公園から抜け出さなければ

ならないのではないか、国土全体にそういう人間の意思が

入ったようなランドスケープを作っていくということをこ

れからやる時代ではないかと思います。ささやかな例です

けども、都心においてこういうものをやる機運が既に生ま

れてきたと、北海道でももちろんそういうことがあろうか

と思います。随分色々なプロジェクトがあるかと思います

けれど、庭園や公園から抜け出て現実の国土のほうに踏み

出していくというのが、ランドスケープの歴史の中でも非

常に重要だということは認識して頂いていいんじゃないか

と思います。それは近代のランドスケープの概念が絵画か

ら始まって、小さな庭園に移り、それが都市の公園にいっ

て、都市の街路、さらにそれが国土にいくという、広がっ

ていく歴史だと考え、それが本格化するのはやはり 21 世

紀ではないかなという感じがします。色々な行政上の壁が

あるわけですけれども、それを乗り越えていくのが 21 世

紀の新しい課題ではなかろうかと思います。 
 

５．都心の充実 
 
そこでもう一つ先に行きましょうか。これまた都心の川

の話です。今度は都心の話をしたいと思います。 
これは外国の例ですが、これはリヨンの都心のオープン

カフェですが、都市的な華やさというか、社交的な賑わい

というか、そういう都市ならではのくつろぎとエレガンス

というものがよく現れています。都心の魅力というものを

もっと我々は考えないといけないのではないか、という話

です。 



これはマルセイユの古い港です。ここもやっぱり旧港で、

マルセイユの都心です。ヨーロッパの町は皆さんご存知の

とおり、都心というのは昔から都市のその歴史を語ってい

るわけですから、都心にいくほど古いものがあるわけで、

周りにいくほど新しいものがある。だから都心をしっかり

保てば、そこに歴史と賑わいが集結するわけで、そういう

風にして都市の魅力を作っているわけです。それがここの

港の場合はこういうものがあるわけですね。ただ日本の場

合はなかなかそれがうまくいきません。 
これは一見きれいに写真がとってありますが、実は大変

問題があります。これは神戸の写真なのですが、向こうに

神戸の都心があります。これは昔の外国人の事務所など沢

山あった旧居留地です。ここは昔のはしけ溜りがある所で、

メリケン波止場といわれているところです。この写真は僕

が撮ったのではなく、ある所で講演をするのに、地元の人

にこれの写真を撮ってくれと言ったら、割ときれいに見え

る写真を撮ってきちゃいました。説明としてはまずいんで

すが、この旧居留地っていうのは神戸の一番古い発祥の地

で、それとこの港の間に自動車道路が 2つできて、これが

国道 2号のバイパス、もう一つ向こうに阪神高速で、どう

も港と町が分断されていてまずいのです。ここから見てい

る限りはそうでもないのですが、これは非常にまずいんで

す。都心というものをやっぱりもうちょっとこれから考え

ていかないといけないのではないかという話を、少しお話

申し上げようかと思います。今日はどちらかと言うと都心

の話は主題ではないのかもしれませんが、今度もやっぱり

ランドスケープアーキテクトがご関係になる重要な課題だ

と思いますので、都心の問題に触れてみたいと思います。

結論は、日本は都心の景観がやはり非常に貧弱だと思うと

いうことです。 
今神戸の写真をお見せしたのですが、実は神戸が港の機

能というか、港の持っているパワーがだんだん小さくなっ

てきています。かつて 30 年前くらいは、神戸港の港湾取

扱量は世界でも 3番目か 4 番目だったのですが、今は一桁

下がって 30 番目ぐらいになってしまいました。理由はと

もかくとして神戸地域の市内の総生産の3割くらいは港湾

とその関連の企業で産み出していたんです。今はおそらく

10％もないでしょう。統計も取らなくなってしまったので

す。実は 2050 年の神戸を考える会をやってくれというの

で、私が取りまとめをしたのですが、その際に調べたので

すが、かつては港湾関係の企業の生産額のデータがずっと

あるんです。ところが12，3年前からデータがないんです。

で、港湾関係にデータ探して欲しいといったら、データも

う取ってないというのです。理由は分かりませんが、とに

かくとってない、無い、と。おそらく 10％を切っていると

言うことで、港湾というものに頼った都市運営というもの

がもうそろそろ限界なんですね。結局色々あるんですが、

最後は観光を市の基幹産業にするということなんです。そ

れと非常に広い意味でのファッションです。服飾ファッシ

ョンだけじゃなく、生活スタイル全体をファッションと考

え、それを都市の戦略、基幹産業にするという、そういう

宣言をしているんですよ。私はその宣言は方向としては正

しいと思います。そうしなきゃいけない。でも本気でそう

考えるかどうかってところがやっぱり問題です。こんなに

港の一番いいところ、街とこの港との間にこういうものを

作っておいて観光都市って言っても、誰も信用しないんじ

ゃないかと思います。私の提案は簡単で、これを地下に埋

めたらいいっていうことです。埋め方も色々ありますが、

埋めると一千億程度のお金がかかります。かかっても、も

うやむを得ない、投資だと思えばいいんです。港湾つくる

のには何千億かけているわけですから、本当に観光を基幹

産業とお考えならば、投資なさるべきだというのが結論で

す。 
そういうレポートを書いて、少し調べましたら、ソウル

などは、皆さんご存知だと思いますけれども、去年 10 月

から首都高速道路の高架橋を 5km くらい撤廃しました。

撤去して下に昔からあった小さな川の清流を復活させたと

いうのです。それはソウル市のホームページに載っていま

す。日本語でもかいてありますから、もしご存じない方は

ご覧になったらよろしいと思います。それからアメリカの

ボストンという街で非常に大規模な都市内高速道路の地下

化のプロジェクトを始めました。これは1兆円だそうです。

プロジェクトとしては巨大な、巨額の投資をしているわけ

です。まさに投資なんですね。新しい産業のためには必要

なのです。新しい産業というのは、簡単に言えば都市型サ

ービス産業、もっと言えば観光です。それぐらい本気でや

らないとだめなので、神戸だって本気ならやったらどうで

すか、ということです。 
思うに、札幌の観光っていうのは非常に重要だといわれ

ていて、今日たまたま新聞見ていたら、昨日か一昨日か国

際的なシンポジウムが札幌で開かれたそうです。わが国の

観光は非常に問題があると思います。昨年総理大臣が肝入

りで、観光立国宣言とかいうのをやったんですね。日本は

これからもっと観光を一生懸命やらなければならないとい

うことをやっと今頃言ったので、ちょっと遅きに失した感

がありますが、しかしやらないよりはずっといいと思いま

す。その時に非常に面白いことが書いてあって、標語とし

て、観光のポイントは「住んでよし訪れてよし」という標

語があるんですよ。これはなかなかうまい標語だと思いま

す。観光というのは、よその町、外国の町を訪れて楽しむ

わけですが、「住んでよし」というところが曲者で、観光と

いうのはいわゆる観光施設という、美術館とか博物館、レ

ストラン、ホテルなど、いわゆる観光施設という観光客を

受け入れるための施設を作っただけでは観光的な魅力は出

てこないわけです。やはり、そこに住んでいる人たちの毎

日の生活の仕方、ライフスタイルを見るのが非常に楽しい

わけです。なので「住んでよし」いうふうにと書いてある

のです。だから街そのものをきれいにしなければならない、

簡単に言えば、魅力的にしなければならないということだ

と。これはもう都市計画の課題であり、ランドスケープデ

ザインの課題なわけで、決して美術館を作って終わりとい

うわけではいかんのです。従って、一朝一夕にはできない



ということになります。まさにそういう問題なのです。私

ども土木、造園、都市計画の専門、建築、みんなそうです

けど、非常にプロフェッショナルとして責任があると私は

思うのですが、われわれがやってきた都市というのは、特

に戦後、なにかやっぱり思い違いがあったのではないかと。 
どういうことかというと、都市というのは安全でなけれ

ばいけない、便利でなければいけない、あるいは産業が非

常に活力なければいけない、あるいは福祉が充実していな

ければいけない、防犯が優れていなければいけない、住宅

事情がよくなければいけないとか、そういう課題が戦後次

から次へ出てきて、公害ももちろんそうですが、戦後の都

市というのは、そういう新しい必要性に迫られて都市を作

ってきました。それは安全性にしても効率性にしても福祉

の問題にしても、都市というものが成立するための非常に

重要な条件であることは間違いありません。都市の存立の

基盤です。で、存立するための条件なのですが、もう一つ

大事だと思うのは、都市が何のために存在するかという存

在理由を、どうも我々よく考えてこなかったのではないか

と思うんです。安全で効率がよければそれでいいのか、と

いうことです。これはもちろん安全が大事なことは言うま

でもないし、効率がいいほうがいいに決まってるんで、こ

れは重要なことです。プロとしてもちろんやらなければい

けないことですが、しかしそれは、都市が存在する理由じ

ゃないと思うんです。 
色々な方のご意見聞いてみると、元々都市というのは、

例えば政治的な都市なんか考えると一番いいのですが、一

種の文化をつくるとう目的がありました。昔の政治、古代

の政治都市は、政（まつりごと）と言ったように、祭祀を

するということで、非常に宗教的な理由があったわけです。

儀礼的な理由がありました。これはまさに文化です。ある

いはマーケットなんていうのは都市の存立に非常に重要な

ものですが、マーケットは、マーケットの中で物を売った

り買ったりしている間に物の間に価値の序列を決めてくわ

けです。だからそこは重要な情報発信であるし文化なんで

す。我々はいつの間にか、特に戦後、都市というものを工

業生産、あるいは産業の場所である、物を造るのが目的だ

というような考え方にだんだんなっていってしまったんじ

ゃないかなと思います。物を作るのが都市の最終的な目的

なのか、文化を創るのが目的なのかという問題を、もう少

ししっかり考えないといけないのじゃないか。やはり僕は

都市は、特にこの 100 万くらいの大都市の場合は、最高の

目的はやっぱり文化の生産だろうと思うんです。文化とは、

劇場を造るとか美術館を造るとかそういう問題もあります

が、そうではなく、やはりある種の都市の品格というか、

品のいい、品格のある都市を作るというのがやっぱり都市

の文化の最高の表現ですから、これはまさにタウンスケー

プ、ランドスケープだと思うのです。そういうものが都市

というものの価値を決めるのではない。だから産業の生産

額の問題ではないのです。だから神戸も生産額が延びない

とか港の売り上げが伸びないとか色々ありますけど、そり

ゃ伸びたほうがいいに決まっているのでそれをやったらい

いと思いますが、それよりも根本は、都市の存在理由とい

うのは何なのか、ということをよく考えるべきでは、とい

うことを申し上げました。ちょっと難しい話になったので、

聞いてもよく分からないと皆さんおっしゃるから、例えて

言えば、彫刻家が木から仏様を作って、どんなに仏様を作

っても、最後にお坊さんがそこでお経を読んで、魂入れな

いと仏様にならんわけです。仏様っていうのはやっぱり、

仏作って魂入れずじゃだめなんで、魂入れなきゃいかん。

ランドスケープデザインというのは都市の魂であると、い

う話をしたら、まあ、分かったような分かんないような、

なるほどというような顔をしていました、神戸市の方にそ

ういうことを言ったんです。従って、こういうものはその

ままにしといちゃいかん、やっぱりしたい、本気で神戸を

観光都市という風に考えるのなら、この橋は 1千億円かか

っても埋めて、都市っていう、神戸という都市の品格をそ

こで打ち出さなきゃいかんというような話をレポートに書

いたわけです。 
これは東京の原宿です。先ほど聞いたら、支部長さんは

原宿にお住まいで原宿が故郷だということなので、話が合

ったんですけど、原宿というところは、東京では非常に稀

な文化というものを前面に出した都市、都市というか地区

なんですね、青山というのは。明治神宮の外苑と、ここは

明治神宮の本宮から参道、表参道です。まさに文化ですね。

造った時は、幅が広くて電柱がなく、並木があるって、た

だそれだけだったのですが、それだけのために今はまさに

最先端の街になっているわけです。やっぱり都市は文化の

水準、品格っていうのが非常に重要で、特にこれから 21
世紀には、情報産業とか、その知識の生産というのが重要

になってきます。そういう産業に、例えばデザイナーとか

弁護士とか、アーキテクトはもちろん、それ以外のコンピ

ューターのソフトウェア産業とか、そういう情報関係の産

業に従事しているような人たち、今の都市というのは大部

分がそういう人なのですが、工場労働者と違うんです。こ

ういう質の高い都市を創っておかないと人が集まってこな

いわけです。だから、まずは青山、六本木、原宿地区はそ

の典型で、そういう非常に品格の高い街だったからそうい

う人が沢山集まってきて、デザイナーの街になりました。 
私が神戸の人たちに申し上げたのは、これからは工場誘

致の時代ではなく、人間誘致の時代だと、いう風に申し上

げました。人間誘致というのは、二つ意味があって、ひと

つには観光客ってことはもちろんありますが、もっと重要

なのは、知的産業に従事するような人たちがそこに一生住

んでもいいと思うような街を創るってことです。そうすれ

ば、そういう工場がたくさん集まってくるはずなんでね。

最初から工場を誘致しようと思っても、街に魅力がなかっ

たら誰も集まってこないような時代なのです、という話を

しました。ですから、都市の文化なんていうと、非常に高

尚なことを言っているようですが、実際そうではなく、最

後は産業の問題、観光の問題にいくということです。これ

は皆さんにお話しするのはちょっと、仏に説法みたいな話

でですね、言っても始まらないことかもしれない。よくご



存知かもしれませんけど、特に私はランドスケープアーキ

テクトが田園的な環境において十分活躍なさるのと同じ様

に、都心部の魅力をどうやってあげていくかという、都市

のマネージメントという点で大きな貢献をするチャンスが

あるのではないかな、ということを申し上げたいわけです。 
 

６．構造デザイン 
 
次は構造デザインという話題です。これは簡単に済ませ

ます。これは私も関係しました東京の羽田空港のスカイア

ーチです。この構造デザインは、新しいデザインのカテゴ

リーです。ちょうど今アテネのスタジアム、オリンピック

のスタジアム、毎日のようにテレビで私ども見ております

から、あそこのメインスタジアム。あれはおそらくスイス

のデザイナーであるカラトラバさんのデザインだと思いま

す。ここで構造デザインという問題が新しい分野として出

来上がりました。これは非常に技術的なボキャブラリーで

出来上がったランドスケープなんです。さっきのエコロジ

ーの話と全く正反対なんです。エコロジーというのは自然

の形ですから。これはもう、極度に、人間の頭脳の中で創

った景観のように見えるんですね。全く違うように見えて

るんだけども、実は僕の考えではそうではなく、構造デザ

インというのは基本的には力学の問題なのです。力学の論

理というのは、論理そのものは人間が発見したんだけど、

これは自然の法則ですからね。個別の人間が持っている恣

意的な価値観と全然関係ないです。だめなものはだめなん

です。普遍的な法則で成り立っているわけです。エコロジ

ーというのもこれは自然の原理です。どちらも個人の持っ

ている価値観を、越えている、という次元で成り立ってい

るわけです。そういう点で構造デザインは、エコロジーと

やはり同じ時代に生まれた子供だなっていう感じが私はし

ます。 
 

７．ランドスケープとコミュニティの創成 
 
最後にちょっと、古河の話をざっと、スライド眺めなが

ら足早にお話申し上げたいと思います。古河は先ほど申し

上げましたように、沼の復元が一番重要なのです。二番目

に重要なのは、これは日曜のフリーマーケットですけども、

たくさんの市民が、市民と行政の合同で成り立っている、

円卓会議という公園の運営会議がありまして、そこが色々

な行事をやっています。次々に新しい使い方を発明してい

くわけです。これは日曜マーケットです。それ以外にもあ

とからお見せしますが、色々なタイプの、言ってみればイ

ベントですが、イベントって言う概念よりはもうちょっと

新しいコミュニティをつくってくプロセスなんです。その

過程で、新しい景観を発見していくというそういう考え方

です。あるいはこれは四阿ですが、ここに篆刻がかかって

います。「星の湖と思っている」。星の湖っていうのはこの

沼の別名なのですが、この場所にたまたま篆刻の名人がい

て、全国で唯一篆刻美術館いうのがあるんです。で、ここ

で四阿を作った後、「扁額が欲しいな」ということを言って

いたら、その人その篆刻の名人がこれを寄付してくれたの

です。そのためのちょっとした行事をやっているところで

す。それから、ランドスケープデザインはこういうデザイ

ンで、これはコンクリートのブロックですが、こういうモ

ダンなデザインです。これもさっきの構造デザインです。

こういう構造デザインと、非常にエコロジカルな空間が、

お互いに対立しているように一見見えるんだけども、私の

考えでは両方ともある意味で人間をある種越えたランドス

ケープなのです。これはよく道路で使う切土なんかを盛っ

ている法面の形から出てきたものです。これはエコロジカ

ルに見ると、あんまりいいデザインじゃないと言われてい

ます。エコロジカルな問題から見ると、問題があるのです

が、やっぱりこれは人間が作った一つの新しい形であって、

こういうエコロジカルな撹乱の中に、何か新しい景観の芽

生えがあるんじゃないかということを私は感じるんです。

これはちょっと皆さんと考えが違うかもしれないけども、

新しい造成地なんかを見ると、土を盛ったところに種が入

ってきて、新しい生態系がだんだん出来上がるという、あ

のプロセスはやっぱり非常に独特な景観で、非常に興味深

く僕は思うんです。それからこういう非常に園芸的な手法

も使っています。これは妹島さんに設計してもらったカフ

ェテラスですけど、こういう透明な空間の中でとらえた借

景です。こういうコンクリートブロックと、透明な空間の

コントラストですね。これは 3月に行われる桃の花の祭り

で、非常にコミュニティ志向の強い公園であります。先ほ

どの御所沼の復元した部分、で、これは復元したところ、

ここは台地の上が森林、これは昔からあった雑木林です。

全体としては非常にエコロジカルなタッチなんだけれども、

その中にこういう構造デザインというものが入っていると

いう、そういう景観になっております。残りの時間また少

し速めにお話しますけれども、この写真は御所沼といわれ

ていた部分が戦前生きていた頃の墨絵です。これを設計す

る前に、付近の農家をずっとお邪魔して戦前にこの沼が生

きていた頃の沼の使い方についての聞き取り調査を行った

時に、あるお宅の床の間に、この墨絵が飾ってあったんで

す。でその写真を撮ってきたんです。でそこで色々聞いた

ら、これはジュンサイを採っているところだと。ジュンサ

イが沢山あったということがまずそれで分かるのですが、

とても面白い資料なので写真を撮らせて頂きました。とこ

ろが、そのしばらく水田を一回水田になってその後放棄し

た時に、こんなゴミためみたいになったんです。そこで、

これをもう一回復元したと。まあ、簡単に言えばこういう

ことですね。で、たまたまこの公園の初期に、というのは

大体昭和 48 年から 9 年ぐらいですけども、この公園を造

った最初の市長さんの時に、民家園みたいなものをお考え

になってたんです。で、二棟建て民家を移築しました。歴

史公園という位置付けになってたんです。だから、こうい

う古い形の民家を移築したんです。もうひとつはなぜ歴史

公園かというと、ここの場所が室町時代の中期、15世紀の

中ごろですね、応仁の乱のちょっと前に、鎌倉に室町幕府



の出先の関東府というのがあったんですが、そこで非常に

深刻な内紛があり、そこの鎌倉の公方さんが古河にいわゆ

る亡命政権を作ったんです。古河公方という。古河ってい

う町は非常に小さな町で、日本歴史の中で名前が出てくる

のは古河公方がただ一回限り、1455 年のことですが、それ

以来ついに名前が出ない町なのですが、古河公方さんがこ

の公園の先ほどの森の中に屋敷を持ったんです。そういう

こともあって、歴史公園という位置付けにしたんです。私

はそれの時には関係なかったんですが、それの後、沼を復

元する時に関係したんですが、私は歴史というのは、過去

の凍結されたイメージではなくて、一種の人間のドラマの

エボリューションです。ドラマの発展過程そのものだとい

う風に考えたほうがいいんじゃないかという風に思いまし

たので、非常に古い形もあるし、非常にモダンな形もある

し、その間のグラデーションをずっと、発展過程としてと

らえるという、それが歴史だという風な形をとりました。

ですから、そういう古いものもあるし、これは内藤廣さん

が設計した管理棟ですけども、これは古いとも新しいとも

いえないかもしれませんが、比較的モダンなデザインなん

だけど、わりと古典的な形が残ってるんですね。このよう

なデザインをしました。これは循環した水を流してるんで

す。ここのところは柱なんか何もなく、実際の管理棟はこ

こで二つに分割したんです。こういうイメージスケッチを、

エスキスを描いて後は内藤さんに実際にレンダリングをや

ってもらったんです。これは先ほどの妹島さんのカフェテ

ラスです。で、ここからちょっとまたご説明いたしますけ

ど、この歴史というものはエボリューションと考えると、

凍結されたある形ではないという、そういうダイナミクス

の中で考えたいというのが一つのデザインの要点です。そ

れからもう一つ、これはランドスケープアーキテクチャー

にとって非常に重要な問題なので、あるいはご異論がある

かもしれないけど、私の考え方では、ランドアーキテクチ

ャーの一つは、何が大事かというと、自然と人間との関係

の問題でしょう。自然と人間が何かの形で、いわば融合し

たり反発したり色々あるわけですけど、ある種の人間と自

然との間の非常に動的な絡み合い、それがランドスケープ

の一つの大事なモチーフだと思います。古河公園の場合は

自然と人間との関係に実は非常に多様性があって、一方の

極では、この御所沼の復元みたいに、一回壊れた自然を復

元するということもある。それからこれは昔からあった雑

木林ですけども、これはもう本当に自然のものじゃなくて

二次林ですが、自然保護という形で実際にはこれずっと保

護されて参りました。これは自然の保護なんですね。人間

は保護もするわけです。これは復元した後です。こちらは

自然の、ずっと昔から保護されてきた、二次林ではあるけ

れども、自然保護の代名詞です。これは自然を復元したも

のでもあるんですね。こういう風に人間というのは自然を

保護したり復元したりすることがあります。しかし、人間

と自然との関係はそれだけではなく、もっと色々あるんじ

ゃないかなというのが私のランドスケープデザインのモチ

ーフの発想です。例えば、これはこう、農業景観ですね。

農業っていうのは人間と自然の関係の重要なある表現です

から、たまたまこうなっているところは昔から茶畑が沢山

あったところなので、茶畑を復元し、地元の高等学校の生

徒さんに5月に来てもらってこんな衣装を着けてもらって、

ちょっとしたイベントをして、新茶を作るんです。こうい

う行事をして、つまり農業というものを一つのモチーフに

しています。 
ホーティカルチャーというのはやっぱり一つの人間と自

然のある種の関わりの非常にプロトタイプであって、非常

に重要ではないかと。この中の庭で、盆栽を沢山使ってい

ます。盆栽を大切にしてきた人がお父さんが亡くなったん

で、もうこれいいや、あげるって言うから、ちょうどいい

と思って盆栽もらってきて、この 60cm の盆栽を使った景

観を随分作りました。で、盆栽というは、私は大変貴重な、

文化の遺伝子だと思ってるんですけど、人間と自然の間の

ある種のパターンなんですね。ホーティカルチャーと、こ

れを重要視しようと。 
これは、またそういう考えではなくて、さっき話したよ

うに、極度に知的な工作物です、その先端的な工作物とい

うものを自然の中に入れている。これは、いうのは自然と

人間との調和という言葉ではうまく表せない、自然と人間

とのある種の非常に厳しい対立みたいなものもやっぱりあ

るので、それも一つのランドスケープのエレメントではな

いかと思います。 
これは古河の公方さんの一番最後の公方さんのお墓です

が、このように人間は、死ぬと自然の中に存在が埋没して

いくわけです。最後はこの人間の痕跡ぐらいしかなくなっ

ちゃう。それは廃墟というものなんで、廃墟というのは非

常に面白いもんで、これは昔からランドスケープアーキテ

クトが非常に関心を寄せたものです。ロマンティスト以降、

ずっとそうです。で、やはり、なぜ廃墟にみんな関心を持

つかというとやっぱり、廃墟というのは人間と自然との関

係の中で、自然がずっとこう優勢になってくプロセスに、

非常にシテキなものがやっぱりあるんですね、そういうも

のが、やはりあると。これはやっぱり人間・自然関係の一

つのダイナミクスの表現ということです。これは妹島さん

のカフェテラスなんですけど、こういうふうに柱が鏡にな

ってるんです。これは重要な耐震壁ですが、同時に鏡にな

っていて、自然が映っています。こういうちょっとガラス

があってですね、全体に見ると向こうの自然がほんとの自

然じゃなくて虚の自然というか、イマジナルな自然という

か、そういう感じがしますでしょ。で、こういう、自然と

いうものを一種の虚の自然というかな、実の自然ではなく

て、美的なとらえ方でとらえられた自然というものですね、

やはりこれも人間・自然関係の一つの表現だろうと、いう

感じがいたします。 
禅の庭なんかそういう感じかなと思いますが、そういう

とらえ方です。 
これは地名ですね。字名。字名を復元しました。昔あっ

て、今なくなっちゃった字名を復元してこんなものだった。

文字を通して、周りの自然に対するイマジネーションを起



こさせるっていう、これは非常に詩的な方法ですね。これ

も人間と自然関係のひとつのあり方だと思います。という

ことで、要するに人間と自然との関係というものを非常に

多面的にとらえていると。ほぼ、復元から、相当自然に対

する攻撃的な態度まで、全部含めたような形での、自然・

人間関係というものをモチーフにしているのが、一つの特

徴です。それから、これはお茶をやっているところですが、

どうしてこういうことをやったかというと、これは僕の日

本の景観の伝統に対する解釈から来てるんですけども、日

本の景観の楽しみ方は、江戸の小さな都市名所にあったん

じゃないかと。都市名所というのは例えば上野寛永寺です

けど、非常に風光がよくて、山あり水ありと、上野なんて

いうのは、山ってたって台地の大したことないんですけど、

それども、木が生え、茂っていて、下に不忍池っていう水

がたまっているという、その山水の美しさっていうのが基

本にあって、これは御所沼の復元で実現したわけです。も

う一つ日本の都市名所で非常に重要なのは歴史で、非常に

由緒あるということなんです。由緒あるということは、ま

ずその土地の持っている歴史、西洋の言葉で言えば地霊、

ゲニウスロキやつです。土地の持ってる魂というかそうい

うものが重要であって、それがないような所はあまりおも

しろくないというのが、日本の伝統的なものの考え、名所

の考え方です。幸い古河の公園の場合は、古河公方さん以

来の、地霊がありますから、それはいいわけです。それで

3 番目は、社交的な性格、ソシアビリティです。で、ここ

の場合にも、お茶の野点の会ですが。 
これは私がちょっと提案者になった水田をつくったもの

ですから、私もやらされるハメになって、水田を作りまし

た。これはだから農業の景観です。これはいいですね。 
最後は、こんな子供が昔の農家の屋敷林があった木を利

用してこんな風に遊んでるんです。これも古河の公園もあ

まり造りこまないで、住民がここはどういう場所であるか

ということを解釈する権利を利用者が持っているという、

そういう考え方で、ここはブランコだと、住民が解釈すれ

ば、それはブランコとして使ってもいいと、そういう利用

者の解釈権というかな、景観の解釈権利というようなもの

を重要視するという考え方を取りました。ですから、設計

者が半分そこから先は利用者がそういう解釈するわけです。

そういう考え方をなるべく取り入れようとした結果です。

これもだから3番目の社交性ってことと非常に関係がある

のです。 
これは割と桃源郷的な、ふるさと的風景もあります。 
最後はさっきの非常にモダンな橋、手前に親子が楽しく

ピクニックしているというそういう公園でして、これは実

は市民が利用しているわけなのですけれども、利用しなが

らこういう景観を作っているわけです。私はそれを意識し

て作りました。利用している人たちが景色の一部になるよ

うに、色々工夫をしたわけです。で、こういうふうに社交

性ということを非常に重んじたということであります。ち

ょっと時間を超過しましたのでこのくらいに致しますけど、

その社交性という問題は非常に重要なので、市民に色々な

使い方を積極的にやってもらわないといけないわけです。

そのために、先ほどちょっと触れましたけども、市民と行

政の仲立ちをする、パークマスターという制度を作りまし

た。パークマスターは、公園のマネージャーなんですね。

パークライフを演出するマネージャーで、いろんなことを

やって、住民を参加させる。参加させて、いろんな使い方

を工夫し、しょっちゅうイベントやっています。大きいの

は、春の桃祭りで、これは、20 万か 30 万集まるんですけ

ど、小さいのは 5人しか集まらないとか。今頃、これから

虫の音が非常にきれいな、聞こえる時期なので、虫の音を

聞く、虫聞きというのは江戸メイショの非常に重要な行事

でした。虫聞きの会なんて、せいぜい 10 人かそこらしか

あつまらないんですけど、それでもいいと。そういうこと

を企画して、市民に公園の魅力を自ら発見してもらうとい

うことなんです。全てをコントロールすることはできませ

ん、自然の公園ですからね。そういう考え方ですから、デ

ザイナーがやることはせいぜい半分くらいで、後の半分は

バトンタッチして、住民が自ら新しいイメージを発見して

いくということで、デザインというのは特にランドスケー

プデザインというのは、終わりがないんじゃないかと思う

んですよ。どこまでいってもキリがない。みなさんはデザ

インはおそらくプロですから、よくご存知っていうか分か

っておられると思いますが、デザインというのは始めると

キリがない。放っておいたら何時間でも何年でもやってる

んです。それじゃあ物ができませんから、しょうがないか

らどっかで一応区切りをつけて作るんですけども、デザイ

ンそのものはイメージっていうのは無限に連鎖するんじゃ

ないかと。だから作り上げた後はですね、デザイナーの手

を離れちゃいますが、使っている人間がそれをバトンタッ

チして新しいイメージをどんどん作っていくというのは極

自然なことであって、古河でもそうですし、広島もですね。

実はそうなんです。広島の川の中に、ポプラの木が一本だ

け実は苦労して残したんです。デザイナーとしてはそれく

らいのことしか考えられなかったんですが、その後市民が

一生懸命そのポプラを大事になさって、その傍の通りをポ

プラ通りと名前をつけたり、ポプラを大変わが子のように

可愛がってくださって、今でも、ポプラを守るだけの市民

の会というのがあります。ひこばえがだんだんできてきた

ものですから、それをまた育てていくのだと思いますが、

そんなことを僕はちょっと設計している時には思いつかな

かったです。まさに住民の解釈っていうものが如何に重要

で、これはデザインの、無限に続くデザインプロセスの一

環を持っているという考えが、つくづくといたします。 
ちょっと時間を超過いたしました。皆さんの今日のご関

心と少し外れたところが多分あるかと思いますが、後ほど

また、シンポジウムの席上で、補足する機会がございまし

たら続けたいと思います。どうもありがとうございました。 
 

（2004 年 9 月 3 日クラーク会館講堂において） 
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